
正常の値よりも高い血圧値が持続している状態を「高血圧」

といいます。

日本高血圧学会による高血圧治療ガイドラインでは、診療

所や病院で測定した「診察室血圧」について、収縮期血圧（上

の値）140mmHg以上かつ／または拡張期血圧（下の値）

90mmHg以上は高血圧とされています。

自宅で測定した血圧を「家庭血圧」とよびます。

［ 診察室血圧 ］140／90mmHg以上

［ 家庭血圧 ］　  135／85mmHg以上 高血圧
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・75歳未満の成人
・脳血管障害患者（両側頸動脈狭窄や脳主幹動脈閉塞なし）
・冠動脈疾患患者
・慢性腎臓病患者（蛋白尿陽性）
・糖尿病患者
・抗血栓薬服用中

・75歳以上の高齢者
・脳血管障害患者
（両側頸動脈狭窄や脳主幹動脈閉塞あり、または未評価）
・慢性腎臓病患者（蛋白尿陰性）
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診察室血圧（mmHg） 家庭血圧（mmHg）

日本高血圧学会「高血圧治療ガイドライン2019」より 改変
降圧目標を達成する過程ならびに達成後も過降圧の危険性に注意します。
過降圧は、到達血圧のレベルだけでなく、降圧幅や降圧速度、個人の病態によっても異なりますので個別に判断します。




